


    悩み

     終末医療を頼めるのか、心配だ。 


    助言

    
              【ターミナルケアと緩和ケアの共通点と相違点】




  
  少し前まで、がん末期の患者さんが直面する体やこころのつらさを和らげるためのケアを、『ターミナルケア』と呼んでいました。『ホスピス』は、このような『ターミナルケア』が専門的に行われている施設と考えられていました。
最近では、『ターミナルケア』という言葉に代わり、『緩和ケア』という言葉が使われるようになりつつあります（『緩和医療』も『緩和ケア』とほぼ同じ意味です）。
『緩和ケア』と『ターミナルケア』の共通点は、患者さんやご家族の感じている様々なつらさをやわらげることを最優先することです。
両者の違いは、『ターミナルケア』が、がん末期の患者さんだけを対象にしていたのに対して、『緩和ケア』は、ケアの対象をがん末期の患者さんに限定せず、“診断から末期まで、どのような時期でも提供されるべきケアである”と位置づけられている点です。


  




              【緩和ケアはいつでも受けられる】




  
  『緩和ケア』は、診断時から終末期まで、病気の段階に関わらず、いつでも受けられます。
また、いわゆる『積極的な治療』と『緩和ケア』のどちらを選ぶべきか、二者択一のように考えて、悩む必要はありません。手術や化学療法など、がんと向き合う治療を行っている時期から、緩和ケアを受けることもできるのです。
緩和ケアは、『積極的な治療』を邪魔したり、その効果を減らしてしまったりするものではありません。むしろ、痛みや苦痛を伴う症状を上手にやわらげることで、がんと前向きに取り組む力が湧いてくることもあります。がんの治療を受ける時には、痛みやつらい症状があったら、いつでも率直に、医師や看護師に伝えるようにしましょう。
逆に、緩和ケアを受けることが、治療を放棄したり、諦めたりすることを意味するわけではないということも、忘れないでください。


  




              【つらさを一人で抱え込まない】




  
  がんに伴う苦痛や負担は、医療者に、そしてご家族をはじめ周囲の人に話してかまいません。むしろ、話すことで、あなたの苦痛を一緒に考え、あなたが生きるのを支えることができます。ご家族は、あなたと苦しさを分かち、あなたがご家族とともに生きることを望まれていると思います。
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